
令和 8年熊本地震発災後の当協会の動きと状況について（令和 8年 8月 3日時点） 

１． 被害の状況 

 

① 人的被害 ⓶ 物的被害 ③ インフラの状況 

建物損壊、ライフライン停止により、被災生活を余儀なくされている施設・事業

所は８施設・事業所。（水道管破損している可能性のある施設 2か所） 

グループホームについては、施設への移動にて対応しているグループホーム

利用者が多数。 

 

２． 現在の対応状況 

 

7月 28日（火）19時頃、被害状況等を確認するための Google フォームを作成

し、加盟施設へ送信しています。 

7月 29日（水）正午、熊本県知的障がい者施設協会情報共有ツールを開設。

全施設・事業所への登録参加を呼び掛けており、ツールでの情報共有を続けて

いる状況です。 

7月 30日（木）より、県外（団体、法人）より支援物資が届き始めました。2拠

点での受け入れ態勢が整った為、物資提供の申し出があっている団体、法人へ

連絡しています。 

7月 31日（金）13時、各拠点に県内施設・事業所より有志が参集し、支援物

資受入れ、仕分け、配給作業を行う。同時に、情報共有ツールで要望があった物

品については、それぞれ調達しながらいただいた支援物資とともに届けることに

なりました。（e.g.乾電池、ハンガーエネルギーinゼリー、ポリタンク他） 

  

※生きるために必要な物資・支援から、徐々に生活するために必要な物資・支援

へと変わってきていますが、現在はどちらも必要な状況です。 

 

３． 今後の見通し・要請事項 

① 人的被害 

今後、復旧作業等が長引く可能性を考えると、不調を訴える者が出てくる

恐れがあります。人的支援を要請したいです。 

 

② 物的被害 

 建物半壊、天井や壁の一部崩落の施設については、当該施設が移転新築

が望ましいとみなした場合、現状復帰の原則ではなく、移転改築が可能とな

るよう、行政への働きかけをお願いしたいです。 



 壁や床のクラックが生じている、転倒による設備破損や故障が生じている

施設・事業所が多数であり、施設整備、設備整備について、補助をお願いし

ます。 

 

③ インフラの状況 

復旧の見通しはたっていない。少しづつ自衛隊の支援が届き始めた状況

です。 

 ライフラインの復旧が長引けば、利用者の健康面を考えると他の施設での

受け入れが必要になると思われます。 

 


